
数学 NO.３５
〈解答〉
1　⑴　40本
　　⑵　①　49個　　②　28個

　　⑶　 7
2 n2 ＋ 5

2 n（本）　

2　⑴　ア　ＣＤＥ　　イ　ＣＥ　　ウ　斜辺と他の 1 辺

　　⑵　 a＋90 
2  °

　　⑶　10
3 ㎝

配点　2⑴各 1 点，他各 2 点　15点満点

〈解説〉
1　⑴�　 4 番目の図形において，正方形をつくる縦向きのマッチ棒は，縦に 4 本，横に 5  

列なので，
　　　　　 4 × 5 ＝20〔本〕
　　　となり，横向きのマッチ棒も同数なので，正方形をつくるマッチ棒の本数は
　　　　　20× 2 ＝40〔本〕
　　⑵　① 　 7 番目の図形において，マッチ棒 1 本ずつを 1 辺とする正方形は，縦，横と

もに 7 個ずつできるので，その個数は
　　　　　　　 7 × 7 ＝49〔個〕
　　　　② 　 7 番目の図形において，マッチ棒 1 本ずつを 1 辺とする▽の向きの正三角形

は最も下の段に 1 個，下から 2 番目の段に 2 個，下から 3 番目の段に 3 個，…，
下から 7 番目の段（最も上の段）に 7 個できているので，その個数は

　　　　　　　 1 ＋ 2 ＋ 3 ＋ 4 ＋ 5 ＋ 6 ＋ 7 ＝28〔個〕
　　⑶ 　n 番目の図形において，正方形をつくる縦向きのマッチ棒は，縦に n〔本〕，横に

（ n ＋ 1 ）〔列〕なので
　　　　　n（ n ＋ 1 ）〔本〕
　　　となり，横向きのマッチ棒も同数なので，正方形をつくるマッチ棒の本数は
　　　　　 2 n（ n ＋ 1 ）〔本〕
　　　である。
　　　また，▽の向きの正三角形の個数は

　　　　　 1 ＋ 2 ＋ 3 ＋ …… ＋ n ＝ 1
2 n（ n ＋ 1 ）〔個〕

　　　なので，正三角形をつくるマッチ棒の本数は

　　　　　 1
2 n（ n ＋ 1 ）× 3 ＝ 3

2 n（ n ＋ 1 ）〔本〕



　　　 である。
　　　 正方形と正三角形の両方をつくるマッチ棒の本数は n〔本〕であることから，並んで

いるすべてのマッチ棒の本数は

　　　　　 2 n（ n ＋ 1 ）＋ 3
2 n（ n ＋ 1 ）－ n

　　　　　＝  7
2 n2 ＋ 5

2 n（本）

2　⑴　〔証明〕
　　　　△ＡＣＥと△ＤＣＥにおいて，
　　　　　仮定より，ＡＣ＝ＤＣ         …①
　　　　　　　　　　∠ＣＡＥ＝∠  ア　ＣＤＥ  ＝90°  …②
　　　　　また，辺  イ　ＣＥ  は共通な辺なので，
　　　　　　　　  イ　ＣＥ  ＝   イ　ＣＥ        …③
　　　　①，②，③より，直角三角形の
　　　　　　  ウ　斜辺と他の 1 辺  がそれぞれ等しいので，
　　　　　　　△ＡＣＥ≡△ＤＣＥ
　　⑵　△ＢＤＥの外角なので
　　　　　∠ＡＥＤ＝∠ＥＢＤ＋∠ＢＤＥ
　　　　　　　　＝  a°＋90°
　　　△ＡＣＥ≡△ＤＣＥなので，対応する角は等しく，
　　　　　∠ＣＥＡ＝∠ＣＥＤ
　　　よって，
　　　　　∠ＣＥＤ＝（ a°＋90°）÷ 2

　　　　　　　　＝  a＋90 
2

（°）

　　⑶　ＤＥ＝  x〔㎝〕とすると，
　　　△ＡＣＥ≡△ＤＣＥなので，対応する辺は等しく，
　　　　　ＡＥ＝ＤＥ
　　　　　　  ＝  x〔㎝〕
　　　△ＢＣＥの底辺をＢＣ，高さをＤＥとすると，

　　　　　△ＢＣＥ＝ 1
2 ×ＢＣ×ＤＥ

　　　　　　　　＝ 1
2 ×13× x

　　　　　　　　＝ 13
2  x〔㎝2〕

　　　△ＡＣＥの底辺をＡＥ，高さをＡＣとすると，

　　　　　△ＡＣＥ＝ 1
2 × x × 5



　　　　　　　　＝ 1
2 × x × 5

　　　　　　　　＝ 5
2 x〔㎝2〕

　　　△ＡＢＣの面積に着目すると，

　　　　　 1
2 ×12× 5 ＝ 13

2 x ＋ 5
2  x

　　　これを解いて，

　　　　　x ＝ 10
3 〔㎝〕

　　　【別解】
　　　△ＡＢＣと△ＤＢＥにおいて
　　　共通の角なので∠ＡＢＣ＝∠ＤＢＥ   …①
　　　仮定より∠ＢＡＣ＝∠ＢＤＥ（＝90°） …②
　　　①，②より 2 角が等しいので
　　　　△ＡＢＣ∽△ＤＢＥ
　　　対応する辺の比は等しいので
　　　　ＡＢ：ＡＣ＝ＤＢ：ＤＥ
　　　ここでＤＢ＝ＣＢ－ＣＤ＝13－ 5 ＝ 8
　　　さらにＤＥ＝x（㎝）とすると
　　　　12： 5 ＝ 8 ： x

　　　これを解いて x＝ 10
3 （㎝）


